
別
府
歴
史
散
歩
（
二
）

伝
説
と
棚
田
の
里
　
内
成

内
成
の
歴
史

　
内
成
は
石
城
川
に
沿
っ
た
山
村
で
、
御
苑
・
中
迫
・
勢
場
・
太

郎
丸
・
梶
原
・
岩
永
・
錨
掛
・
下
畑
・
仁
田
原
・
ウ
ト
等
の
集
落

が
あ
り
ま
す
。

　
昔
は
、
大
分
郡
笠
和
郷
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
で

き
た
弘
安
図
田
帳
に
は
、
「
…
内
梨
畑
、
大
略
畑
地
の
た
め
地
代

明
ら
か
な
ら
ず
、
地
頭
相
模
四
郎
左
近
大
夫
殿
…
」
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
模
四
郎
左
近
大
夫
が
地
頭
で
あ
っ
た
鎌
倉
時
代
か

ら
室
町
時
代
に
は
、
い
ま
の
よ
う
に
き
れ
い
な
棚
田
は
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
時
代
に
、
蓮
台
寺
、
善
光
寺
、
東
蓮
寺
、
石
城
寺
、
太
腹

寺
、
極
楽
寺
等
の
寺
院
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
が
天
正
年
間
（
戦

国
時
代
）
北
朝
方
の
大
友
氏
と
攻
め
込
ん
で
き
た
南
朝
方
の
菊
池

　　　　　　　　が
石９イチイカシ林（市推定保護樹）
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氏
の
戦
い
で
、
ほ
と
ん
ど
が
兵
火
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
勢
場
の

田
圃
の
わ
き
に
、
善
光
寺
の
跡
の
石
塔
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
も
棚
田
の
開
発
が
進
み
、
江
戸
時
代
の
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
の
郷
帳
に
は
、
「
高
四
百
九
拾
弐
石
四
斗
七
升
三
合

日
根
野
織
部
正
領
分
、
笠
和
都
内
成
村
　
山
木
あ
り
」
と
か
か
れ

て
あ
り
、
元
禄
時
代
に
は
「
・
：
松
平
津
島
守
知
行
　
内
成
村
」
と

な
り
、
そ
の
後
も
代
々
府
内
藩
の
領
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
府
内
藩
は
領
主
が
度
々
替
わ
り
、
そ
の
度
に
内
成
村
で
は
棚
田

の
開
発
が
進
ん
だ
の
で
し
ょ
う
、
天
保
五
年
の
郷
帳
を
み
る
と
、

内
成
村
の
石
高
が
正
保
の
頃
よ
り
百
弐
石
五
斗
七
升
ふ
え
て
い
ま

す
。

　
内
成
村
で
、
江
戸
時
代
の
産
業
と
し
て
特
に
あ
げ
ら
れ
る
も
の

は
、
府
内
藩
の
七
島
蘭
の
栽
培
で
す
。
府
内
に
生
ま
れ
た
橋
本
五

郎
右
衛
門
が
薩
摩
の
七
島
か
ら
密
か
に
苗
を
も
ち
帰
り
、
寛
文
三

年
（
一
六
六
三
）
に
苦
労
の
末
に
初
め
て
内
成
で
試
作
に
成
功
し

ま
し
た
。
〔
三
三
三
年
前
〕

　
ま
た
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
内
成
を
通
っ
て
、
大
分
郡
の
庄
内

や
挟
間
の
方
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
が
別
府
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。
鎧
掛
の
「
キ
リ
シ
タ
ン
塔
」
と
同
じ
型
式
の
も
の
が
、
隠

山
、
鳥
越
、
朝
見
、
南
石
垣
で
み
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
り
、
内
成
村
は
、
宮
苑
・
高
崎
・
七
蔵
司
・
来

鉢
・
田
代
村
と
と
も
に
第
三
大
区
廿
二
小
区
と
な
り
、
や
が
て
石

城
川
村
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
九
年
に
石
域
川
村
は
挟
間
村
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
三
一
年
四
月
一
日
に
内
成
全
域
が
挟
間
町
と
は
な
れ
て
別
府

市
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

石
城
寺
　
臨
済
宗

　
本
尊
は
十
一
面
観
音
、
縁
起
に
よ
る
と
、
光
仁
天
皇
（
奈
良
時

代
）
の
時
代
に
入
船
屋
敷
に
住
む
老
夫
婦
が
飲
料
水
不
足
に
困
っ

て
い
た
の
で
、
仁
聞
菩
薩
が
杖
で
岩
根
を
穿
っ
て
清
水
を
湧
き
出

さ
せ
た
と
い
う
。

　
本
尊
の
十
一
面
観
音
は
、
仁
聞
菩
薩
が
こ
の
地
域
の
人
々
を

救
う
た
め
に
彫
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
内
の
庭
園
は
荒
れ
て
は
い
ま
す
が
、
巨
岩
を
配
し
た
な
か
な

か
趣
の
あ
る
回
遺
式
庭
園
で
す
。
こ
こ
に
は
、
無
銘
で
す
が
室
町

時
代
の
作
と
思
わ
れ
る
宝
筑
印
塔
が
あ
り
ま
す
。
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寺城石

梨
洞
出
石
城
寺
略
縁
起
　
（
明
和
七
年
仏
海
和
尚
）

　
そ
も
そ
も
、
豊
府
城
の
西
内
成
村
梨
洞
山
石
城
寺
の
由
来
を
尋

　
ぬ
る
に
、
往
昔
、
人
皇
四
十
九
代
光
仁
天
皇
の
御
宇
、
仁
聞
菩

　
薩
出
現
あ
ら
せ
た
ま
い
、
是
れ
よ
り
八
丁
麓
に
入
船
屋
敷
と
い

　
う
処
あ
り
て
老
人
夫
婦
住
み
け
り
し
が
、
す
な
は
ち
菩
薩
御
来

　
光
あ
り
し
と
き
忽
ち
紫
雲
靉
鍵
震
動
す
れ
ば
、
両
人
の
者
と
も

　
死
に
い
る
心
地
し
て
臥
せ
居
る
に
、
や
や
あ
り
て
静
か
に
成
り

　
け
る
故
頭
を
挙
げ
れ
ば
、
厳
然
と
尊
僧
ま
し
ま
し
、
「
我
こ
と

　
故
あ
り
て
こ
の
家
に
来
る
　
し
ば
し
の
間
と
ど
ま
る
べ
し
」
と

　
の
御
仰
せ
、
「
御
宿
の
儀
最
も
安
き
事
な
が
ら
　
此
処
は
殊
の

　
外
水
に
不
自
由
仕
り
　
我
々
を
始
め
と
し
村
の
者
と
も
此
処
よ

　
り
南
に
あ
た
り
弐
拾
五
丁
程
隔
て
て
深
き
谷
川
よ
り
　
朝
に
は

　
頭
に
か
つ
ぎ
　
夕
べ
に
は
牛
馬
に
お
ぶ
せ
て
持
運
ぶ
　
右
体
不

　
自
由
の
事
な
れ
ば
御
足
を
洗
う
御
湯
と
て
奉
る
こ
と
も
叶
う
ま

　
じ
　
是
れ
は
如
何
な
る
因
縁
な
る
ぞ
」
と
涙
を
流
し
て
歎
き
け

　
れ
ば
、
菩
薩
も
ろ
と
も
歎
か
せ
た
ま
い
「
我
衆
生
を
肋
け
ん
」

　
と
て
、
早
天
壱
丁
程
北
に
登
ら
せ
た
ま
い
、
杖
を
以
て
穿
ち
だ

　
ま
い
用
水
を
あ
た
え
た
ま
い
、
水
の
出
口
の
上
に
大
石
あ
れ
ば

　
首
藤
石
の
平
ら
を
つ
き
ほ
が
せ
け
る
に
、
た
ち
ま
ち
水
し
み
で
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る
な
り
。
是
れ
を
耽
落
と
し
水
と
号
る
と
て
、
菩
薩
右
の
屋
敷

に
お
帰
り
あ
り
。
入
船
屋
敷
と
御
中
す
と
は
、
仁
聞
菩
薩
御
一

宿
あ
り
し
こ
と
を
以
て
御
中
と
は
中
伝
な
り
。
仁
聞
大
菩
薩
そ

れ
よ
り
当
山
に
登
ら
せ
た
ま
い
、
大
石
の
上
に
て
三
七
日
ケ
間

座
禅
行
を
な
ら
し
め
、
満
す
る
朝
東
の
空
に
御
声
高
く
、
「
万

民
を
救
わ
ん
た
め
　
唐
土
龍
門
カ
滝
四
十
八
口
の
内
一
口
こ
の

地
に
与
う
べ
し
」
と
て
紫
雲
靉
腱
顕
然
と
尊
僧
ま
し
ま
し
、
す

な
は
ち
十
一
面
観
音
菩
薩
の
尊
体
を
現
し
た
ま
う
。
仁
聞
菩
薩

香
木
を
以
て
尊
形
を
写
し
刻
ま
せ
た
ま
え
ば
、
尊
体
虚
空
に
消

失
い
け
り
。
時
に
仁
聞
菩
薩
故
に
下
り
あ
り
て
、
手
杖
を
以
て

つ
き
に
な
り
石
の
根
を
繋
ち
た
ま
え
ば
た
ち
ま
ち
水
湧
き
出
、

爰
に
も
其
処
に
も
彼
方
に
も
鳴
瀬
谷
々
鳴
渡
り
て
流
出
絶
え
間

な
け
れ
ば
、
所
の
者
と
も
大
に
驚
き
、
不
思
議
な
る
御
僧
か
な

と
て
頭
を
地
に
臥
せ
感
じ
入
り
喜
悦
限
り
も
な
か
り
け
れ
ば
、

菩
薩
亦
々
仰
せ
に
は
「
以
後
に
七
つ
の
妙
あ
ら
ん
、
こ
れ
ま
た

衆
生
を
助
け
ん
が
た
め
、
こ
の
水
は
唐
土
龍
門
カ
滝
四
十
八
口

の
内
壱
口
こ
の
地
に
与
う
べ
し
」
と
て
、
観
世
音
菩
薩
御
仰
せ

な
れ
ば
、
こ
の
水
戴
く
と
き
は
、
南
無
大
慈
大
悲
の
観
世
音
菩

薩
と
唱
え
飲
め
ば
、
悪
事
災
難
万
病
を
遁
る
る
な
り
と
仰
せ
け

　
り
。
虚
空
を
さ
し
て
失
せ
さ
せ
た
ま
う
。
当
所
内
成
と
は
、
唐

　
土
龍
門
カ
滝
四
十
八
日
の
内
成
り
と
申
す
な
り
。

　
　
七
不
思
議
事

一
に
は
　
水
の
出
口
に
虚
空
よ
り
大
石
落
ち
　
両
川
に
せ
き
分
る

　
　
　
　
事
。

一

一

に
は
　
龍
門
カ
滝
に
表
わ
し
四
十
八
本
の
井
を
ほ
り
下
に
流
る

　
　
　
　
る
程
い
み
る
事
。

三
に
は
　
ヒ
ル
の
虫
人
に
す
い
付
事
な
し
。

四
に
は
　
川
の
者
（
河
童
）
人
を
と
ら
ざ
る
事
。

五
に
は
　
婦
人
懐
胎
の
時
身
を
分
け
ず
し
て
死
す
る
事
な
し
。

六
に
は
　
火
難
の
時
類
火
な
し
　
一
軒
火
事
と
申
し
伝
う
。

七
に
は
　
青
梅
年
中
あ
り
。

　
こ
の
事
は
天
下
無
双
の
不
思
議
な
り
。

一
、
境
内
八
丁
四
方
本
堂
よ
り
西
北
に
当
た
り
、
カ
ラ
滝
・
ゴ
ゼ

　
　
か
谷
・
天
狗
岩
・
畳
石
・
柱
岩
・
ハ
杖
岩
・
座
禅
石
・
天
狗

　
　
羽
休
ろ
如
此
略
縁
起
（
略
縁
起
か
く
の
如
し
）

宝
改
印
塔

　
　
「
宝
改
印
陀
羅
尼
経
」
を
納
め
た
供
養
塔
を
宝
改
印
塔
と
呼
び

ま
す
。
石
造
は
鎌
倉
中
期
か
ら
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
的
に
は
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基
壇
上
に
、
基
礎
・
塔
身
・
笠
・
相
輪
を
つ
み
あ
げ
、
塔
身
の
四

面
に
梵
字
を
彫
る
。

鎌
倉
時
代
　
　
　
隅
飾
突
起
（
馬
の
耳
）
が
直
立
。

南
北
朝
時
代
　
　
隅
飾
突
起
が
や
や
反
る
。
相
輪
が
不
安
定
に

　
　
　
　
　
　
　
な
り
伏
鉢
が
大
き
く
な
る
。

室
町
時
代
　
　
　
隅
飾
突
起
の
反
り
が
進
み
、
伏
鉢
が
ま
す
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
大
き
く
な
る

江
戸
時
代
　
　
　
隅
飾
突
起
が
反
り
か
え
り
開
い
て
い
る
。
請

　
　
　
　
　
　
　
花
・
伏
鉢
は
彫
刻
過
剰
。
宝
珠
が
と
が
り
、

　
　
　
　
　
　
　
九
輪
は
皿
を
重
ね
た
程
度
で
あ
る
。

水
分
石
の
こ
と

　
旧
参
道
に
沿
っ
た
石
の
階
段
を
下
り
て
や
が
て
に
曲
が
る
と
、

大
石
の
下
か
ら
水
が
湧
き
だ
し
て
二
手
に
分
か
れ
て
流
れ
下
る
豊

か
な
水
源
が
あ
り
ま
す
。
里
人
は
こ
の
大
石
が
水
の
流
れ
を
左
右

等
量
に
分
け
て
い
る
の
で
、
「
水
分
石
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い

ま
す
。

　
一
説
に
は
、
里
人
の
水
争
い
が
激
し
く
な
り
、
寺
も
仲
裁
に
困
っ

て
い
た
と
き
、
天
上
よ
り
大
石
が
落
ち
て
き
て
水
を
分
け
た
の
で
、

菩
薩
の
霊
験
に
恐
れ
て
水
争
い
が
お
さ
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
田
に
か
か
る
貴
重
な
水
の
水
利
権
を
石
城
寺
が
握
っ

て
い
た
事
を
し
め
す
た
め
の
伝
承
で
し
ょ
う
。
現
に
こ
の
湧
き
水

を
潅
漑
に
利
用
す
る
太
郎
丸
・
勢
場
・
御
苑
・
梶
原
地
区
は
、
毎

年
寺
に
米
を
奉
納
す
る
習
わ
し
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
水
は
、
石
城
川
の
水
源
に
な
っ
て
や
が
て
大
分
川
に
注
い

で
い
ま
す
。

勢
場
の
大
イ
チ
ョ
ウ

（
県
特
別
保
護
樹
）

　
仁
聞
菩
薩
お
手
植
え
の
イ
チ
ョ
ウ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
目
廻
り
約
一
〇
ｍ
、
樹
高
約
三
〇
ｍ
の
大
樹
で
あ
る
。
今
は
樹

の
元
に
薬
師
堂
が
あ
る
が
、
か
つ
て
根
元
の
窪
み
に
安
置
し
て
い

た
薬
師
如
来
を
、
い
つ
の
間
に
か
樹
肉
に
巻
き
込
ん
で
し
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
生
命
力
の
強
い
巨
木
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
授
乳
の
霊
験
を
も
つ
霊
樹
で
、
乳
の

少
な
い
婦
人
は
、
薬
師
如
来
に
祈
っ
て
幹
に
で
き
た
乳
房
の
よ
う

な
瘤
を
吸
っ
た
り
、
削
っ
て
も
ち
帰
り
煎
じ
て
飲
む
と
よ
い
と
い

わ
れ
ま
す
。
幹
に
削
っ
た
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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大
神
峰
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
チ
イ
カ
シ
林
　
別
府
市
指
定
保
護
樹
）

　
祭
神
は
大
山
祇
命
と
ハ
幡
神
。
元
慶
元
年
（
八
七
七
－
平
安
時

代
）
大
神
比
義
の
子
孫
で
あ
る
大
神
国
道
が
ハ
幡
神
を
勧
請
し
ま

し
た
。
か
つ
て
大
神
峰
神
社
は
宇
佐
神
宮
と
同
じ
よ
う
に
連
合
寺

を
神
宮
寺
と
す
て
神
仏
混
淆
の
神
社
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
境
内
に
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
と
享
保
十
九
年
（
一
七

三
四
）
に
寄
進
さ
れ
た
灯
簸
や
、
古
式
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
神
社
を
取
り
巻
く
常
緑
樹
の
林
に
は
、
イ
チ
イ
カ
シ
の
巨

木
が
あ
り
ま
す
。
イ
チ
イ
カ
シ
は
低
地
の
代
表
的
な
自
然
林
で
、

早
く
か
ら
伐
採
さ
れ
て
い
た
た
め
に
残
っ
て
い
る
林
は
す
く
な
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
大
神
蜂
神
社
の
神
域
の
イ
チ
イ
カ
シ
は
境

内
林
と
し
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
別
府
市
で
は
保
護
樹
に
指

定
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

鎚
掛
の
六
地
蔵
石
瞳

六
地
蔵
信
仰

　
六
地
蔵
と
は
、
辻
、
墓
地
の
入
口
、
寺
の
入
口
に
立
つ
六
体
の

地
蔵
を
い
い
ま
す
。
『
地
蔵
本
願
経
』
に
よ
れ
ば
「
六
道
の
衆
生

を
度
脱
せ
し
め
ん
」
　
「
六
道
の
一
切
衆
生
を
教
化
し
」
と
あ
り
ま

す
。
六
道
と
は
天
・
人
・
修
羅
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
の
六
つ
で

生
き
者
は
こ
の
六
つ
世
界
を
輪
廻
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の

六
道
の
入
口
に
そ
れ
ぞ
れ
地
蔵
か
お
り
、
次
の
世
に
ど
こ
に
生
ま

れ
か
わ
っ
て
も
救
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
信
仰
で
す
。

　
六
地
蔵
石
瞳
は
、
笠
の
あ
る
六
角
往
（
石
瞳
）
の
上
部
に
六
つ

の
地
蔵
を
示
す
梵
字
か
地
蔵
像
を
彫
り
こ
ん
だ
も
の
で
す
。

　
鎧
掛
の
六
地
蔵
石
輸
は
、
ハ
角
形
の
石
瞳
に
（
高
さ
二
、
四
八
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米
）
六
地
蔵
を
彫
り
こ
ん
だ
も
の
で
、
十
王
ら
し
い
像
の
二
体
が

加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

台
に
は

　
　
功
徳
主
　
錨
掛
村
信
男
女
中

　
　
延
命
地
蔵
菩
薩
経
石
書
之
塔

　
　
元
文
四
巳
未
三
月
廿
四
日

　
六
地
蔵
石
瞳
は
、
鑑
掛
上
の
詰
め
に
抜
け
る
旧
道
の
三
叉
路
、

梶
原
地
区
の
三
叉
路
、
下
畑
（
解
体
さ
れ
て
い
る
）
の
四
基
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
地
蔵
尊
の
陽
刻
が
端
麗
で
す
。

鎧
掛
キ
リ
シ
タ
ン
塔

　
鐙
掛
薬
師
堂
左
の

崖
の
上
に
五
輪
塔
型

式
四
基
、
宝
塔
型
式

二
基
の
石
塔
が
並
ん

で
い
ま
す
。

Ｊ
　
左
よ
り
二
つ
目
に

Ｊ
あ
る
宝
塔
型
式
の
石

鐙掛キリ

　顛塔
　部　は
　を　｀
塔
身
上
部
に
　
　
1
1
8

も
ち
ヽ
笠
の
　
　
　
一

正
面
の
中
央
部
に
線

彫
ク
ル
ス
が
陰
刻
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
塔
よ

り
右
二
つ
目
の
宝
塔

は
塔
身
が
方
形
で
、
各
面
に
仏
像
を
陽
刻
し
て
あ
り
ま
す
が
、
相

輪
部
は
キ
リ
シ
タ
ン
塔
独
特
の
九
輪
の
刻
み
を
省
略
し
た
も
の
で

す
。
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